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日本温泉案内 伊香保 草津 奥利根付近』日本温泉案内編輯部、昭和五年)。さらに、「伊
香保は榛名連山の東腹‥高地にあり‥七重瀧‥付近は遊園地とされ、冬期は好スケート場
となる」「榛名山‥現在は伊香保町からケーブルカーの便があり十二分で山頂に達すること
が出来る。伊香保に遊ぶ者の必ず登山する処で、伊香保温泉場の一遊覧地をなしている。
‥榛名湖‥冬期はスケートに適している」こともあり(『旅はクーポン』日本旅行協会、昭
和１０年)、昭和戦前期も集客を維持したのであった。 
以下の、『ぜひ伊香保へ』(伊香保温泉組合、１９３１年)によって遊覧地の中心としての
伊香保温泉が知られる。 
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二 大阪・神戸圏の温泉地のケース 
 （Ａ）遊覧型 
 大阪、神戸、そして京都の都市人の遊覧地の代表としてまず城崎温泉(兵庫県城崎町）を
上げることができる。同温泉は、大正期の１０１万人から昭和１４年度の１７７万人へと
浴客を増加させる。１９０４年に、陸軍傷病兵療養所が開設されるなど温泉の効能につい
ては評価が定まっていたが(『城崎町史』昭和６３年)、大正末には、「城崎スキー場(大正１
５年開設)、城崎第二スキー場」が「山岳スキー場の最適地」とされ、「城崎より一里程…竹
野海水浴場」などのスポーツ遊覧型も備わっていた(『城崎温泉案内』城崎温泉事務所、大
正１６年)。しかし、メインは鉄道網の整備による遊覧地の広域化とその中心に位置したこ
とで一層の集客が図られる。１９０７年９月に山陰本線城崎駅開業し 、１９２９年１２月
に、宮津線の豊岡久美浜間が開通し(『城崎町史』昭和６３年)、１９３２年８月に、宮津線
の舞鶴・豊岡間が全通となる(『日本鉄道略年表』鉄道省、昭和１７年)。これによって、「名
勝天の橋立と霊泉城崎温泉とは省線宮津線の完成によりて連絡し之が所要時間二時間。京
都より三時間半、大阪より三時間半、姫路より三時間、岡山より五時間、名古屋より九 
時間余、大社へ五時間半」となる(『山陰の仙境 城崎温泉御案内』古まんだらや旅館、昭 
和初期)。鉄道省は宮津線が開通したことで「大阪、京都から天の橋立経由城崎行直通列車」
を運転する(『城崎温泉御案内』旅館 洗心軒 西彦旅館、昭和初期)。「絶勝天橋立と名湯
城崎とが‥新しい遊覧コース」となったのである。「浴客は大部分は京阪神地方からの遊覧
客」であった(『天橋立と城崎』大阪鉄道局、昭和７年)。 
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以下の、『冬の城崎』(城崎スキー倶楽部)、『天橋立と城崎』(大阪鉄道局、１９３２年)に
よって、広域化した遊覧地の中心としての城崎温泉が知られる。 
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芦原温泉(福井県坂井郡芦原村）の浴客は大正期の５万人から昭和１４年度の２１万人へ
と激増する。芦原温泉は１８８３年開湯の新興の温泉地であった。同温泉は「福井県下唯
一の温泉場であり、交通至便、且福井市に近接しているので急激な発展を遂げ」「福井人士
の遊楽地として賑い、堂々たる旅館も」多い (『日本温泉案内 西部篇』昭和５年)。芦原
温泉は「交通頗る利便」であり (『産業と観光の福井』福井市役所産業課、昭和１２年)、 
１９１１年１２月に、三国線金津・三国間が開通し、１９２９年には「福井・芦原・三国
間に、三国芦原電鉄」が開業し（『福井県芦原温泉誌』芦原温泉観光協会、昭和２８年）、
三国芦原電鉄東尋坊駅が開設されることで、東尋坊を中心とした遊覧と関連して主として
関西方面からの収客を実現する。もともと、「機業地たる福井市や日本海岸有数の港三国に
近接しているので急激な発展を」遂げたことに加えて（石村新吉『東京付近温泉の旅』朋
文堂、昭和１１年）、遊覧地として「関西方面から最も近いところにあるなじみの温泉場」
として発展する（『全国主要温泉地案内』大阪鉄道局、昭和１１年）。 
 以下の、『芦原三国 名所図絵』(合名会社田中本店、１９３０年)によって、勝山、大野
から海岸の三国港に及ぶ遊覧地の中心としての芦原温泉の位置が知られる。 
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片山津温泉(石川県江沼郡作見村片山津）も大正期の４万人から、昭和８年度の８万人、 
そして昭和１４年度の１９万人へと浴客を増加させる。交通の便の良さがあった。「北陸線
動橋駅、又は大聖寺駅、粟津駅より温泉軌道に乗り換え、片山津駅下車」と交通至便の地
であった。「片山津は山中山代に比して頗る殷賑だと云っても、町が賑わうのではなく、湯 
宿が繁昌するのである。浴客にも真面目な逗留客は少なく、多くは芸妓を入れ」たという(『日
本温泉案内 西部篇』昭和５年)。温泉電軌株式会社による「新動橋―片山津間開業」は１
９２２年年１１月であった(『大正１２年度 鉄道省鉄道統計資料』)。１９２７年５月に「大
毎主催の日本新八景に片山津温泉は全国中第三位を以って候補地に選定され日本百景の一
つに当選」したことが北陸の温泉の中にあって片山津を著名にしたのであった(「片山津温
泉よしのや」昭和初期頃)。 
以下の、『北陸の温泉』(北陸温泉協会、１９３３年)によって、北陸の温泉地の中で、芦
原温泉に次ぐ関西からの至便の地が片山津温泉であったことが知られる。 
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白浜湯崎温泉(和歌山県西牟婁郡瀬戸鉛山村白浜）も大正期の４万人から昭和１４年度の
１６万人へと浴客を増加させる。白浜温泉は「近年開けたものだが、温泉は大正七八年の
頃、湯崎温泉の泉脈を辿って開削したもの」であり、「人為的に開かれた温泉場に応しく、
近代的の絢爛さが展開され」「阪紳方面の紳商名士が、別荘地としてここを選ぶもの多く」
昭和の初めには「交通の便がよくなって、四五時間で此処まで来られる為、以前北陸の山
代山中辺まで出掛けた人達が、宗旨を変えて盛んにやって来るようになった」のである (『日
本温泉案内 西部篇』昭和５年)。 
南紀方面の遊覧は大阪商船の海路によるところが大であったが、鉄道省白浜口駅開業に
よって、南海、阪和が直通運転を運行し(『紀南の温泉』昭和９年１１月)、「大阪方面から
日帰りの海水浴客」が多くなり、「七、八両月は海水浴と避暑をかねた遊浴客が多く、一年
中で最も賑わう時期」となった (「紀南の温泉」第四十号、紀南の温泉社、昭和９年)。海
路の運航も持続し「大阪天保山桟橋を午後八時四十分に出立すると翌朝四時には田辺港に
つき、これから三十分毎に出る船ですぐ白浜、湯崎につくことが出来」たし、「大阪白浜間、
日本航空輸送研究所の定期航空旅客機黒潮、白浜号が毎日、一往復した」こともあった(「紀
南の温泉」第四十号、紀南の温泉社、昭和９年)。詳しくは、笠井雅直「戦前期温泉地をめ
ぐる鉄道と汽船の競合に関する試論」『名古屋学院大学論集 社会科学篇』第５１巻第４号、
２０１５年を参照。以下の、『船で往く白浜湯崎温泉』(大阪商船、１９３５年)によって、
田辺湾、白浜・湯崎温泉が風光明媚な遊覧地であることが知られる。 
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道後温泉(愛媛県温泉郡道後湯之町）は、大正期に１０９万人、昭和８年度に９５万人、
そして昭和１４年度に１６０万人と浴客を増加させる。同温泉の温泉地としての集客は、
瀬戸内海遊覧との関連で設計され、大阪商船による阪神方面からの集客としてすすめられ
る。鉄道による時間短縮もあったが、「道後温泉へはやはり紅丸か紫丸で大阪を午後二時神
戸を三時四十分に出発すれば翌早朝高濱着此処から汽車で四十分入湯と石手川畔の散策、
松山城の見物。帰りは午後七時三十分高濱発の紅丸か紫丸」利用することが至便とされた
(「春の海」大阪商船株式会社、昭和３年)。 
以下の、『松山道後を中心とせる名所交通図絵』(１９２７年)によって、道後温泉は松山
市内遊覧の中心となっていることが知られる。 
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別府温泉(大分県別府市）も大正期の７８万人から昭和１４年度の１０１万人へと浴客を
増加させる。別府温泉は「一年の浴客内外人を通じて二百万人に及ぶと称して居る」。「此
処へ来る浴客の大部分は、海上交通の便宜から大阪方面の人士によって占められている」
という特徴があった(『日本温泉案内 西部篇』昭和５年)。１９３３年頃には「一ヶ年の浴
客約二百五十万人」とも言われた(『温泉の栞』日本温泉協会、昭和８年)。大阪商船による
開発・集客が決定的であった。大阪商船の別府支店は「明治十七年五月別府に代理店を置」
いたことに始まり、明治３０年１０月「大分出張所を廃止すもと共に、同港に本社直轄の
出張所を設置し、事務所を大分県別府町…に設けた」のである。大阪商船は「発展のため
に汎ゆる努力を惜しまず、或いは同港に商船桟橋を架設し、或いは又優秀客船を就航せし
めて、其の宣伝に努めし結果、大正十三年には市制布かれ、遂に現在の繁栄を来たすに至
った。…大正三年五月従来の大阪別府門司線の門司延航を廃して、大阪別府線開始以来」、
別府温泉の集客が激増したのであった（『大阪商船株式会社五十年史』昭和９年）。鉄道省
の日豊線の開通によって「別府駅、濱脇駅の利用ができるようになると阪神からの客はど
っと鉄道にとられてしまった。大阪商船が新鋭船をくりだしハシケをやめて桟橋を自費で
も」造ることになった（是永勉『別府今昔』大分合同新聞社、昭和四十一年）。鉄道と海運
との間の集客競争であった。「東京駅・別府駅、急行・２１時間５０分、大阪・別府駅、特
急・１３時間１５分」。対して大阪商船の「大阪・別府、１８時間２０分」であった。空路
もあった。「日本航空輸送研究所旅客機」で「大阪・別府、２時間３０分」と短縮できた(吉
田団輔『名勝旅程案内』昭和１２年)。 
以下の、『別府温泉』(別府市役所、１９３２年)によれば、市街地の全域が温泉地である
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ことが知られる。 
有馬温泉(兵庫県有馬郡有馬町）は、昭和８年度の集客が２９万人と神戸への地の利を生
かす。自然変動・災禍によりたびたび泉源が枯れたといわれているが昭和初期にも「不幸
にして泉源にやや衰老を示して来たとはいえ、…。この温泉は…華やかな過去を持つだけ
に、今日では泉脈衰えて湧出量昔日の如くでないとは云え、殷賑を極めた昔の湯治場気分
が多分に残って居て、旅館などにも宏壮な建物が」多い(『日本温泉案内 西部篇』昭和５
年)。鉄道網の整備が遊覧型へと特徴化することで集客に拍車をかける。１９１５年「三田
―有馬間に鉄道が開通し」、１９２８年には「神戸湊川―有馬温泉間に神戸有馬電気鉄道が
開通し、六甲山系に遮られていた有馬町や三田町など北攝の地域が、神戸を経由して大阪
方面や西の山陽地方と結ばれる。こうした交通の発達や、同年の裏六甲ドライブウエー 
の開発に始まる六甲山の開発と相俟って、従来の湯治というより、保養と観光のために有
馬を訪れる人々が増えていく」。六甲山の遊覧地としての開発に連動する。鉄道院時代にす
でに「春秋の行楽シーズンには大阪―有馬間に臨時列車が増発」されるなどがあった(『有
馬の名宝』神戸市立博物館、１９９８年)。 
以下の、『有馬温泉旅館御案内』(神有三木電車)によって、有馬温泉は神社仏閣の密集し
た温泉地であることも知られる。 
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勝浦の諸温泉(和歌山県東牟婁郡勝浦町)は大正期の５、１１６人から昭和１４年度の７３、
９７５人へと浴客を増加させる。大正末頃には「旅館には赤島温泉と云うのが一軒あるだ
けである。‥瀟洒たる家で‥客は主として熊野詣の人が多」かった (森川憲之助『新編日本
温泉案内』誠文堂、大正１４年)。大阪商船による航路運航の効果が大であった。「大阪、勝
浦間は、毎日二回、大阪商船の定期船あり、普通定期船に乗れば約二十四時間、急行船に
よれば約十四時間半。…名古屋、鳥羽方面よりは毎日一回定期船あり、名古屋、勝浦間約
十五時間。…別途、参宮線相可口駅より紀勢東線に乗り換え、瀧原駅に至り、同駅より自
動車で長島を経て尾鷲に至る。尾鷲より前記大阪商船便、又は巡好航船により、木ノ本を
経て新宮駅に至り、汽車に搭じ勝浦着」となっていた(『日本温泉案内 西部篇』昭和５年)。
しかし、紀勢西線の全通によって大阪商船は撤退を余儀なくされる。「大阪方面から伸びる
鉄道が‥串本を通り、湯街勝浦を過ぎ熊野の主都新宮と、京阪神とがレールで結ばれたの
で‥紀州路の旅は面目を一新することになった。‥勝浦温泉は新宮市に近く‥ここには大
阪から定期の旅客船が着発していたが、最近は配船の都合で運行を中止している。大阪か
らここへ陸路で来るには、和歌山から鉄道(紀勢西線)が田辺串本などの名邑を過ぎ、黒潮の
洗う熊野海岸に沿って来て居り」「浦島、中ノ島にも近代的の装備をもつ旅館が出来、外ノ
湯では丘陵の上に転々と山荘を構えた。これだけ整ってくると勝浦も土俗的温泉の域を脱
することになる」と言われた (吉田団輔『温泉風物帖』博文館、昭和１６年)。詳しくは、
笠井雅直「戦前期温泉地をめぐる鉄道と汽船の競合に関する試論」『名古屋学院大学論集 
社会科学篇』第５１巻第４号、２０１５年を参照。以下の、『紀州巡り』(大阪商船内南紀保
勝協会、１９３８年)によって、熊野、那智、そして勝浦という遊覧地の中心が勝浦温泉で
23 
 
あったことや、海路の利便性が知られる。 
 おわりに 
観光開発、地域開発のモデルとなっている、いわゆる宝塚型に触れておこう。宝塚温泉(兵
庫県武庫郡良元村)は大正期の２３万人から、昭和８年度の２２万人、そして昭和１４年度
の３４万人へと浴客が増加する。宝塚温泉は、１９１０年３月の箕面有馬電気軌道開通の
後、１９１１年５月に開場した宝塚新温泉であり(『宝塚歌劇四十年史』昭和２９年)、宝塚
歌劇などの遊園施設を自前でもつ温泉地として集客の拡大を達成することで、企業家・小
林一三によるいわゆる「宝塚型」としてビジネスモデルとなったものである。しかし、有
馬温泉と宝塚温泉をバスでつなぐという阪神急行電鉄の経営戦略によって、「六甲・有馬・
宝塚」が一つの観光遊覧地として集客を実現する(１９３７年頃)(笠井雅直「温泉と鉄道」『鉄
道史学』第２９号、２０１１年)。これによって宝塚温泉も集客を持続させたものと思われ
る。 
以下の、『宝塚新温泉御案内』(阪神急行電鉄株式会社、１９２９年頃)によって、大正末、
昭和初期の宝塚温泉は遊覧型の集客であるとともに、温泉内に都市民向けの「終日過ごせ
る」多様な施設を抱えていたことも知られる。後、六甲観光と連携する遊覧へと転換する。 
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さらに、鉄道省後援大阪毎日新聞・東京日日新聞社主催の「日本新八景」の選定（１９
２７年）において温泉部門の最高得票数を得た花巻温泉(岩手県稗貫郡湯本村)は、宝塚温泉
をモデルとしたものであり、温泉地までの鉄道敷設と花巻温泉内の多様な施設によって集
客を実現したものであった(上掲、『花巻温泉』株式会社花巻温泉、１９２８年参照)。 
とすれば、大正末、昭和初期における全国的な温泉地間の競争は、鉄道網の整備などに
よって、遊覧地の広域化を推進したが、多くの温泉地はその宿泊地・拠点となったのであ
った。いずれにして、外貨獲得という国策に始まった国立公園の指定や国際観光旅館の各
地への設置などや、海水浴、スキー・スケートというスポーツ型の遊覧の政府・鉄道省に
よる推進に対応したのも温泉地であった。 
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